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　日本 の 緑茶生産では，生産 され る緑茶の 品質は，含有 され る遊離 ア ミ ノ酸や全窒素によ っ て 評価可 能

で ある とされ て きたた め ，生産現場の 茶園で は高品質をね らっ た多肥栽培が行 わ れ ，10ア ール あた り年

間窒素成分で 100kg程度の 窒素肥料が施用 される状態が つ い 最近まで習慣化 して い た ．最近 に な っ て 河

川水や地下水中の 硝酸性窒素濃度に関する環境基準値 （10ppm＞が設定 され たため，茶業に おけ る過剰

な施肥 を是正 す る こ とが 強 く要請され
， 行政や各種指導機関に よる減肥推進運動が強力に展開され て い

る．こ の ような行政の 指導 によ っ て新たに茶園に投入される肥料成分が削減されは じめて い る もの の
，

牧 ノ 原台地など主要茶産地 の 地下水は，長年の 多肥 に よ り， 硝酸イ オ ン は じめ硫酸イ オ ン などをか な り

の 濃度で 含む状態で ，地下水全体が浄化 される には長い 年月が かかる と見込まれて い る．

　牧ノ原台地の 茶園地帯か ら流出する水は ，上記の ように過剰施肥に起因する各種成分 を多量に含 むの

に 加え，pH が 4 〜5 と強酸1生化 して い るこ とが知 られ て い る
1 ）　 2｝．こ の ような強酸性の 流 出水は，ア ル

ミ ニ ウ ム イオ ン な どを含むため生物の 生息に 有害で ，台地流 出水の 流れる小河川で は生物相が貧弱に な っ

て い る．こ の よ うな現状 を調査する中 で
， 牧ノ原台地茶園周辺の 斜面に分布す る棚 田地帯を流 下 した水

は
， 酸性が 中和 され

， 小魚やザ リガニ などの 水生生物も豊富になる事例が観察 された．本報告で は棚田

地帯 に よる茶園か らの 流出水 の 中和効果の 事例 を報告する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　 材　料　 と　 方　法

　牧 ノ 原台地北部に位置する野菜茶試 （金谷）の 南西約 1km の 台地斜面 に k 町 k 地 区があ り，牧 ノ 原

台地か ら湧出する地下水を用水源 とする棚田が約10ヘ ク タ
ー

ル広がっ て い る （図 1 〕．現在 ， 棚 田 の 多

くは休耕田 で 水田と して 利用 され て い る の は 数 ヘ ク タール 以下 （水田維持面積 は未調査 ）で ある ．こ の

地区にお い て ，上 流の湧水地帯，棚田の 入 り口，棚田地帯の 下流，で 流水の pH
・EC ・水温 を調査 した ，

最上流部では ，湧水地帯か ら渓流 に流出する地点 と台地端の 崖下か ら湧水が地表に湧出す る地点 の 2 カ

所，台地か ら の 流 出水の 渓流で は 上流部 と中流部 の 2カ所，棚田地帯の 下流では，棚 田地帯 の 最下部 の

排水路出 口 とハ ス 田の 流出口 の 2カ所，合計 6 カ所で 調査 した ，調査は 2000年 1月か ら開始 し， 毎 月 1

回行 っ て お り現在 も継続中で ある．pH とECの測定は携帯型測定器 （東亜 電波WM −22EP）を用 い て 現
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第 1図　調査地区の 概略図

地 で採水直後に測定 した．水温 は，棒状温 度計 を直接流水に 潰けて計測 した ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 結 　　 　 　 果

　各調査地点にお けるpH ・EC ・水温の 時期別推移 を表 1 〜
表 3 に示 した．こ の 地域 で は ，牧 ノ 原台地

の 平坦面は標高約200mで ，台地地下水が流出する湧水地帯の標高は 170〜180m 付近にある．

台地か らの 湧出水は酸性が 強 く，谷間の 湧水調査地点で は 6 月下旬に4．07の 値が測定 された ，湧 出水 で

は EC も高 く，
塩類濃度が高い ため とみ られ る，湧出口で 測定 され る水温は かな り安定 して お り， 台地 の

地下水が直接湧出 して い るこ とを示すと考えられる．こ れらの 湧水 を集め て流れる渓流の 上流調査地 点

で は ，pH は い くぶ ん上 昇 して い る が依然 と して か なりの酸性で ある．上流調査 地点と中流調査地点 の と

間に は小規模の 棚田があ りイネの 栽培が行われ て い る．こ の 地区 の 棚田 で は 3 月中旬か ら予 備入 水 と畦

塗りが 行われ，5月中下旬に田植 えが実施され て い る，中流調査地点で 4 月から 5 月にかけてpH が上昇

する場合が あるが ，
こ の 時期に 中流調査地点 よ り上 の 棚田水 田で 水利用が 多くなる の で その 影響で ある

可能性が ある，

　こ の 地区の 主要な棚 田は ，中流調査地 点よ り下の地域 に分布 し，水稲作付けに必要な用 水は この 渓流

の 中流か ら取水され各水田に配分されて い る．したが っ て中流調査点は主要な棚田地帯の 入 り口 の 水質
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表 1　牧 ノ 原台地 か らの 湧出水の 水質

調査 日

湧水1（谷間）
H　　EG　　水温

湧水 2 （湧出 ロ ）
H　 　 EC　 水温

2月1日
3月1日
4月4日

5月1日
5月30 日

6月20 日

7月4日

7月27 日

4．29　　0．533
4．31　　 0．536
4．35　　0．495
4．22　　 0．516

4．27　　 0．510
4．07　　0．509
4．08　　　0．533
4．22　　　0．544

11．711
．013
．214

．816
．315

．716
．217
．3

4．45　　　0．432
4．58　　　0．425
4．66　　　0．414

4．48　　　0．439

4．53　　　0、434
4．25　　　0．422

4」7　　　0．481
4．31　　　0．458

15．916
．316
．216
．016

．015

．715
，615
．8

　単位 ：EGはmS ／cm 、 水温は
゜C

表 2 　台地 か ら流 出す る渓流の 水質

調査 日

上 流調査点

H　 　 EC 　 水温

　　中流調査点
H　　 EG　 水温

2月1日
3月 1日
4月4日

5月 1日
5月30日

6月20日
7月4日

7月27日

490　　　0．440
4．92　　　0，450
4．90　　　0．415

4．72　　　0．459

4．83　　0．435
4．32　　0．465
4．29　　 0，494
4．36　　0．452

10．510
．414
．415
．816
．616
．316
．717
．7

5，15　　　0．421
4．98　　　0．426

6．75　　　0．349
4．97　　　0．412
5．11　　　0、382

4．47　　 0．438
4、40　　 01474

4．72　　　0．422

9．711
．814

．817
．720
．618
．218
．919

．7
単位 ：EC は mS ／cm 、 　 温 は

゜

C

表 3 　棚田地帯か らの 流出水の 水質

調査 日

　 棚 田下流

H　 　 EG　 　水温

ハ ス 田流出水

H　　 EC　 水温
2月1日

3月1日

4月4 日

5月1日

5月30日
6月20日

7月4 日

7月 27日

7．81　　 0．455

7．61　　 0．478
7．29　　　0．352
7．14　　0，360
6．90　　　0．355
5．98　　　0．375
6．07　　 0．404
6．64　　　0．360

7．38

．313
．418

．222
．023

．425
．324
．2

10，128
．937
，167
β59
．17

0．3650
．3390
．3560
．3840
．314

21．723
．927
，327
．824
．2

単位 ：EC はmS ／CM
、 　 温は

゜

C

の測定点 と見なされる．中流で取水 され なか っ た渓流の 水は別方向に流下 して い る ため
， 棚田 地帯の 最

下部に流出 して くる水は
， 棚田地帯に供給され た用水 ＋ こ の 地帯 に浸透湧出す る地下水＋ こ の 地帯の 降

雨の 流出水 ，
の 3者 を合わせ た もの で ある ，非灌漑期の 無降雨期に おける棚田流出水 はほ とん ど な い こ

とを確認 して い る の で ，地下か ら湧出する水量は ほ とん ど無視で きる と推定 され る，そ こ で 用水 の 通水

時期 に得 られる測定デ
ー

タは棚田の 効果が示 されて い ると予想される．表 3で 5 月上旬以降に得られ た
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デ
ー

タがそ れ で
， 棚 田地帯の pH 中和効果は、流入水の pH4 ．4〜5．1を pH6 ．0〜7．1｝二上 昇 させ た と解釈 さ

れる．しか しEC 値に つ い て は い くぶ ん低下 した もの 低減効果は小さい こ とが分か る．また，棚田地帯 の

最下部に は ハ ス 田が 2筆あ り，
こ こ か らの 流出水はpH が さ ら に高くなっ て い た．

　牧ノ 原台地周辺 の 棚田は，茶農家の 自家飯米用 の水稲が作付けされ る小規模で不整形の 水田が 多 く，

耕作を継続するため には平坦地の 水田 とは比較に ならない 手間暇が必要で ある．その ため最近 で は，多

くの棚 田は稲の 生 産調整もあ っ て 休耕状態に ある，一方 ， 台地上 の 茶園で は
， 茶が高収益作物の ため 他

の 作物で は考えられ ない ほ どの 多肥栽培が常態化 し，地下水や流 出水中の 硝酸イオ ン をは じめ ，長年 の

多肥 栽培に よる弊害が
一挙に噴出して きた．そ こ で，牧ノ 原 台地周辺 の 放棄 され た棚 田を水 田 として 再

利用 して ，水田 の 持 つ 水質環境保全機能を発揮 させ る こ とに よっ て，農業で発生 させ て い る問 題 を農業

の内部で解決して行 く努力をする こ とが ますます重要になる と考える．そのため には，水田が 持つ 水質

保全機能を的確に評価 し，そ の 機能を最大限活用 する こ とが求め られ て い る，こ の 報告が ，棚 田水田 の

水質保全機能 を評価す る際に，わずかで も役立つ こ とを期待 した い ，
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